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【
目
的
〕

占
領
下
、
看
護
政
策
立
案
の
大
部
分
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
長
で
あ

る
の
国
８
国
尉
号
①
吾
と
庁
（
一
九
○
四
年
七
月
二
二
日
生
、
一
九

七
八
年
八
月
一
四
日
没
以
下
、
オ
ル
ト
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
る
看
護
政
策
の
立
案
や
施
行
に
際
し
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内

に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
側
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
協
調

（
支
持
、
従
属
、
利
用
）
と
対
立
（
反
対
、
反
発
、
抵
抗
）
が
あ
っ

た
。
そ
の
原
因
は
、
一
、
看
護
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
、
二
、

社
会
の
需
要
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
理
想
と
の
ず
れ
、
三
、
日
本
側
の
医
療

関
係
者
の
経
済
的
問
題
、
四
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
姿
勢
に
対
す
る
反
発
な

ど
に
分
類
さ
れ
る
。

昨
年
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉
局
長
９
画
急
ぎ
己
同
留
日
の

５
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
看
護
改
革
の
流
れ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
⑦
、
画
と
骨
課
長
に
対
す
る
協
調
と

対
立
の
構
図
（
二
）

大
石
杉
乃

（
以
下
、
サ
ム
ス
）
と
の
関
係
を
、
分
析
し
発
表
し
た
。
今
回
は
占

領
初
期
に
オ
ル
ト
と
と
も
に
看
護
改
革
を
進
め
た
冨
四
ｑ
弓
．

○
○
罠
己
の
（
以
下
、
コ
リ
ン
ズ
）
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
分
析

す
る
。

【
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
お
け
る
コ
リ
ン
ズ
の
活
動
と
オ
ル
ト
と
の
関
係
〕

コ
リ
ン
ズ
は
一
九
三
八
年
頃
（
本
人
の
記
述
に
よ
る
）
ボ
ス
ト

ン
市
シ
モ
ン
ズ
女
子
大
学
看
護
学
部
で
公
衆
衛
生
看
護
管
理
の
学

士
号
を
取
得
し
、
陸
軍
看
護
部
隊
に
入
隊
す
る
前
、
す
で
に
公
衆

衛
生
看
護
、
看
護
監
督
、
看
護
教
育
な
ど
豊
富
な
看
護
経
験
が
あ

っ
た
。
コ
リ
ン
ズ
は
占
領
直
後
に
来
日
し
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
十

一
空
挺
部
隊
に
所
属
す
る
陸
軍
看
護
部
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
働

い
て
い
た
が
、
帰
国
直
前
に
好
奇
心
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ

フ
の
募
集
に
応
募
し
、
第
八
軍
陸
軍
看
護
部
隊
の
看
護
監
督
者
の

面
接
を
受
け
た
。
学
歴
、
職
歴
と
も
に
オ
ル
ト
が
求
め
て
い
た
Ｇ

Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ
フ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
た
め
、
た
だ
ち

に
採
用
さ
れ
た
。
な
お
、
オ
ル
ト
が
面
接
を
し
な
か
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ

看
護
課
ス
タ
ッ
フ
は
コ
リ
ン
ズ
の
み
で
あ
っ
た
。

の
国
Ｃ
あ
の
Ｐ
甸
詞
①
８
ａ
の
に
は
、
コ
リ
ン
ズ
の
氏
名
が
一
九
四

六
年
三
月
二
五
日
か
ら
一
九
四
七
年
七
月
一
日
ま
で
掲
載
さ
れ
て
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い
る
。
肩
書
き
は
、
看
護
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
後
に
エ
リ

ア
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
看
護
課
長
に
次
ぐ
役
職
）
と
な
っ
た
。

⑦
国
Ｃ
耐
。
シ
勺
詞
①
８
ａ
の
の
分
析
お
よ
び
関
係
者
の
証
言
よ
り
、

コ
リ
ン
ズ
の
仕
事
は
看
護
教
育
審
議
会
の
実
務
、
日
本
産
婆
看
護

婦
保
健
婦
協
会
の
設
立
へ
の
支
援
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。看

護
教
育
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
金
子
光
は
「
会
議
で

の
発
言
を
聞
い
て
、
二
人
の
関
係
が
よ
く
な
い
こ
と
を
感
じ
た
」

「
看
護
教
育
審
議
会
の
実
質
的
な
運
営
者
は
コ
リ
ン
ズ
だ
っ
た
」

「
コ
リ
ン
ズ
の
方
が
オ
ル
ト
よ
り
も
教
育
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た

巨
四
ご
【
○
国
國
隠
目
蔚
匡
か
ら
発
表
者
へ
の
書
簡
に
も
同
じ
内
容

が
書
か
れ
て
お
り
、
ラ
コ
リ
ン
ズ
は
、
す
べ
て
命
令
す
る
軍
隊
式

の
オ
ル
ト
の
や
り
方
に
反
発
し
て
い
た
」
と
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。

コ
リ
ン
ズ
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
在
籍
中
に
、
「
看
護
学
雑
誌
（
一

九
四
六
年
七
月
創
刊
こ
に
四
編
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
看

護
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
は
オ
ル
ト
と
共
通
し
て
い
た
。

コ
リ
ン
ズ
は
約
一
年
五
ヶ
月
間
在
籍
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
か
ら

去
っ
た
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
サ
ム
ス
は
「
組
織
の
意

見
に
従
わ
な
い
も
の
は
、
組
織
を
守
る
た
め
に
去
る
べ
き
」
と
述

べ
て
い
る
。
軍
隊
に
お
い
て
軍
人
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
た
オ
ル

ト
と
、
十
分
な
看
護
教
育
と
看
護
実
践
を
終
え
て
か
ら
軍
隊
に
入

っ
た
コ
リ
ン
ズ
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
と
実
践
に
対
す
る
感
覚
に

差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

【
ま
と
め
】

コ
リ
ン
ズ
は
オ
ル
ト
が
求
め
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
の
条
件
を
満
た
し
、
看
護
教
育
審
議
会
を
実
質
的
に
運
営
し

た
。
看
護
に
関
す
る
基
本
的
考
え
も
オ
ル
ト
の
考
え
と
同
様
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
軍
隊
と
い
う
組
織
に
お
け
る
考
え
と
行
動
に
関

し
て
は
、
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
最
終
的

に
は
、
オ
ル
ト
を
支
持
す
る
サ
ム
ス
の
方
針
に
よ
り
、
コ
リ
ン
ズ

は
排
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
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